


『演習林研究』創刊にあたって

演習林研究は演習林技官のための活動成果発表誌である。演習林はその70年を越える歴史的経過

の中で、あまたの優秀な技官を養成し、かつその技官達に支えられてきた。その点は現在でも変わら

ない。しかし、この30年間に起こった一般社会における科学技術および工業技術の進歩と社会・経

済的変革は森林を取り巻く状況をも一変させてしまった。そして、今大学の技官に要求されているも

のは、高度の知識欲とたゆまない貪欲な技術革新への意欲と行動である。当然、演習林技官について

も例外ではない。とくに昨今はコンピュータの進歩とそれを利用した諸機器に象徴されるように、技

術的進歩の速度がいやがうえにも増大しており、これらを利用した机上作業の簡略化の程度も昔日と

はくらべものにならない。しかし、その反面、これらのハードウェアを取り込んで十分に機能させう

るシステムの構築自体も技官の側で行わなければならないという負担の増加がある。また、それ以上

に、本来の職務である演習林で行われる研究調査の面でも、また森林経営管理の面での森林調査、測

量、計画、作業の実施などについても、従来のものに倍する精度が要求され、かつリアルタイムの動

的な測定や作業行動が要求され、それだけに一層緻密な計画性が要求される。また、従来無かった炭

酸ガス代謝や酸性雨などのような空気組成に関する計測や、果ては、鹿や熊などの野性動物に関する

計測や知識まで要求される。このような実に多様な活動はこれを定期的に見返して整理をする必要が

ある。そうでなければ、折角の知識欲も技術革新への努力もただ徒に混迷の中を突っ走るだけの全く

まとまりも成果もない技官活動になってしまう可能性を秘めている。一方、これを常に整理し記録し

てゆければ、陥りがちの混迷を早期に脱することを容易にし、さらなる進歩への貴重な資料にもなり、

またそのきっかけを造るものにもなりうる。

以上のように自分自身の計画や活動を整理し、公表し、見直すことはこれからの技官にとって極め

て重要なことである。そのような役割の一部を分担する強力な支援誌として、ここに『演習林研究』

の刊行が企画されたものである。今後、関係諸氏の努力によって、この演習林研究誌が技官の技術研

鑽のよすがとなり、技術研究成果や研究支援成果の模範的公刊誌として育ってゆくことを期待する。
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